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起こる間葉細胞の浸潤・遊走を抑制したが、初期EMTマーカーであるsmooth muscle α-actin、fibrillin2、type 
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I procollagenの発現は抑制しなかった。またTGFβ3は培養内皮細胞におけるROCKの発現を誘導し、この作用は
抗ALK2抗体によって抑制された。以上のことから、ROCKは心内膜床形成時に房室管内皮細胞と間葉細胞に発現
し、間葉細胞の浸潤・遊走を促進し、その発現はTGFβ/ALK2によって誘導されることが示唆された。 
 以上の研究は、心臓弁や中隔原基である心内膜床形成の分子メカニズムの一端を解明したものであり、博士
（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
